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令 和 5年 10月 15日
〒6100331京 田辺市 田辺 北里 29番 地

TEL 0774-62-1027 63-2912 FAX 0774-29-9683

よ うやぐ所 らιιl季節 を〃え。おチ夜が近 究 lて参 グました

観測史上最も気温の高い日が続き、豪雨により水害の多発など、

様々な自然災害のニュースに危機的な地球温暖化の進行を感 じる一方

で、ようやく青く澄んだ空に流れる雲の形季節感温れる旬の食べ物等

そ こか しこに爽 やかな季節の到来を感 じる今 日この頃です。

さて、今年も秋の仏教行事「お十夜」が近づいて参 りました。

お十夜は、主に浄土宗の各寺院で 10月 から 11月 にかけて行われる

法要で、浄土二部経の一つである仏説無量寿経というお経に由来し、

念仏の尊さを知るとともに、今生かされていることに感謝 し、進んで

善行に勤しむ法会です。

今回は、御参拝いただきました皆さんとお念仏をお称えいただく法要に続いて、京田辺

を代表するピアニス トで京田辺音楽家協会理事長としても御活躍中の竿下和美氏をお迎え

し、素晴らしい演奏を御披露いただきます。

すでに皆様もご存じのように、ご本人のホームページに次のように記載されています。

京都府南部か ら「音楽で温れる町つ くり」を 目指すNPO法 人京 田

辺音楽家協会理事長、ピアニス ト竿下和美です厠

2023年 2月 、突然の肺腺癌 ステージⅣの告知を受け、癌 と戦い

なが らの人生がスター ト!

大好きな ピアノをまだまだ奏でたい、音楽が温れる町つくりと

いう夢を実現 させた い、そ して大好きな家族 といつまでも一緒

に過 ごしたい !

人生試練があるか ら面 白い !  絶対 に勝 つてやる !

国内外で数々の受賞歴に輝き、後進の育成にも力を注がれるなど、指導者としても高く

評価されている竿下氏、卓越 した技巧 と表現力で常に人々を魅了 し続ける至高の演奏

を御堪能いただくと共に、改めて「今を生きる自分にとって何が大切か」を考える貴重な

機会にしていただけたらと思います。

今年最後の本堂での行事となります。是非皆様お揃いでお参 りくださいますようお待ち

申し上げております。

お十夜法要 と竿下和美 ピアノコンサー ト

日 時  11月 5日 (日 )午後 1時～  お十夜法要

午後 1時45分～竿下和美 ピアノコンサー ト

詳 しくは別紙プ リン トをご覧 ください        裏 面 に続 く



電lξ∫瞥電倉『ぷ蓄Ltttまで、秋の彼岸会璽
を厳修いた しました。 23日 のお中日法要には

総代様や佛教婦人会様、評議員様はじめ 50名
の方々にお参りいただきました。

今回は中島裕規子先生が主催されるコーラス

グループ 「京ゆきりん」の皆様、総勢 23名 の

方々にお越 しいただき、京わ らべ うたや皆様

よくご存 じの曲を工夫を、凝らした楽しい演出で御技露いただきました。

今回出演していただいた皆様はプロの方ではなく、年令も70代～ 80代の方々が中心

で、その温れるパワーに御参詣の皆様方も一体となり、楽しい時間を共有していただきま

した。当日御参詣くださいました皆様には心より厚く御礼申し上げます。

また、お彼岸期間中、遠方からも多くの方々にお参りいただき、御回向をいただきました。

彼岸の入 りから結願迄の毎 日、施主様毎に回向法要を勤めさせていただきました。

御回向賜りました皆様方、誠にありがとうございました。 (別紙をご覧ください)

【浄 土 宗 開 宗 850年 慶 讚 事 業 結 縁 交 名 につ い て 】      ‐__‐ _.
浄土宗の宗祖・法然上人は、 1175年 (承安5年 )に浄土宗を開か

れ ました。そ して令和 6年 に開宗850年 を迎えます。

浄土宗を開かれた理念 につ いて、法然上人は次のように仰 っ

ています。「私が浄土宗を立てた意趣 (考え)は、凡夫が阿弥陀

仏の西方極楽浄土 に往生できることを示すためである。」と。

その開宗の理念を重 く尊び、法然上人のみ教えを多 くの人々に

お伝え していく事 とし、その取組の一つ と して今回配布 してお

ります 「結縁交名」が届きました

是非趣 旨に御賛同いただきま して、お名前とお名号を筆ベ ン

等で御記入 いただき、お近 くにお越 しの際 にお寺 まで お届 け

くださいますようお願 いします。お寺で取 りまとめ、本 山にお届 けさせていただきます。

その際には、結縁の証 として御朱印をお授けさせていただきます。

【後 期 斎 米 (寺 院 経 費 )の お願 い 】

誠に申し兼ねますが、間もなく令和 5年度後期寺院経費の御喜捨ををお願いする時期と

なりました。何卒宜しくお願い申し上げます。

・担当評議員様のおられる地域につきましては、 11月 中旬から下旬にかけて評議員様

に御無理をお願いして皆様方の御家庭に回つていただきます。御協力の程、よろしく

お願い申し上げます。

・御遠方の檀信徒様には寺院経費 (齊米)通知書と共に、郵便振替用紙を同封させていた

だき、 11月 中旬に郵送させていただきます。

【永代祠堂金御寄進のお知 らせ】

國田清氏より故國田秋野氏の五十回忌法要をお勤めいただ いた折、永代祠堂の御寄進を

いただきま した。國田秋野氏は永年にわたり尼講会員として寺門興隆にお力添えいただきました。

今後、施餓鬼法要にて永代供養を勤めさせていただきます。誠 に有 り難 うございました。

・永代祠堂料 金 50万 円  為 定光院慧誉智月妙信大姉菩提 (故 國 田 秋 野 氏 )

施 主  國 田  清 氏
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